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平
成
十
八
年
五
月
十
九
　
点
」

と
い
う
テ
ー

マ
で

日
に
開
催
さ
れ
た
、

熊
本
　
熊
本
県
行
政
書
士
会
業

リ
ビ
ン
グ
新
聞
社
主
催
の
　
務
研
修
部
長
の
日
高
義

ゴ
ー

ル
ド
ク
ラ
ブ
読
者
セ
　
治
先
生
が
講
演
を
さ
れ

ミ
ナ
ー

で
、

弊
社
の
代
表
　
用
意
し
て
こ
ら
れ
た
レ

森
輝
和
が
講
師
と
し
て
講
　
ジ
メ
を
も
と
に
説
明
が

演
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
参

　
演
題
は
「

現
在
の
お
葬
　
加
者
全
員
が
実
際
に
遺

儀
事
情
と
れ
か
ら
の
お
葬
　
言
状
を
記
入
す
る
体
験

儀
」

で
、

日
本
消
費
者
協
　
も
行
い
ま
し
た
。

会
に
よ
る
葬
儀
費
用
の
ア
　
　
会
終
了
後
の
質
疑
応

ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
の
発
　
答
の
時
間
も
質
問
が
絶

表
や
、

公
正
取
引
委
員
会
　
え
ず
、

時
間
を
延
長
し

が
昨
年
行
っ

た
葬
祭
業
の
　
そ
の
後
も
質
問
に
対
応

取
引
実
態
調
査
結
果
等
を
　
す
る
状
況
で
し
た
。

伝
え
、

こ
れ
か
ら
の
お
葬

儀
に
つ
い
て
は
、

今
注
目

の
家
族
葬
に
つ
い
て
の
話

題
や
お
葬
儀
で
失
敗
し
な

い
秘
訣
な
ど
を
講
演
し
ま

し
た
。

　
会
場
は
定
員
三
十
名
の

と
こ
ろ
、

定
員
を
超
え
る

参
加
が
あ
り
、

話
の
内
容

に
つ
い
て
も
熱
心
に
メ
モ

を
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー

の
第
一
部
で

は
「

遺
言
状
の
正
し
い
書

き
方
と
遺
産
分
割
の
留
意
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　日時：２００６年６月２８日（水）
　　　　 受付 午後１時３０分
　　　　 開演 午後２時００分
　場所：くまもと県民交流館「パレア」
　　　　 ９F第３会議室
　定員：５０名（先着順）
　参加費：３００円
　　　　( ご夫婦で参加の場合は５００円)

　申込方法：
　　 電話　００７７－７８－１０５９
　　 E-mail　info@0077-78-1059.com
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熊
本
県
南
阿
蘇
村
久
木
野

に
一
四
〇
〇
年
の
歴
史
を
持

つ
清
水
寺
。

そ
の
境
内
に
樹
齢
の
四
百
年

を
越
す
梨
の
原

木
が
四
月
十
四

日
満
開
を
向
か

え
ま
し
た
。

南
阿
蘇
村
で
は

一
心
行
の
大
桜

が
有
名
で
す
が

桜
に
負
け
ず
と

も
劣
ら
な
い
程

の
雄
大
さ
。

原
木
の
高
さ
は

約
十
数
㍍
、

幹
回
り
約
二
㍍

で
、

枝
幅
は
十
㍍
ほ
ど
。

白

い
花
が
無
数
に
咲
き
甘
酸
っ

ぱ
い
が
漂
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
同
寺
は
自
然
葬
「

散

骨
の
里
」

と
し
て
も
有
名
な

お
寺
で
、

全
国
で
も
唯
一
国

立
公
園
内
に
墓
地
を
持
ち
、

散
骨
も
焼
骨
を
パ
ウ
ダ
ー

状

に
す
る
必
要
が
な
く
、

そ
の

ま
ま
埋
葬
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

ま
た
墓
地
に
埋
葬
す

る
た
め
法
的
な
問
題
も
な
く

安
心
し
て
行
え
ま
す
。

　
散
骨
が
行
え
る
墓
地
か
ら
は
阿

蘇
五
岳
も
一
望
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

雄
大
な
阿
蘇
の
自
然
に
囲

ま
れ
た
ロ
ケ
ー

シ
ョ

ン
は
、

国
立

公
園
内
な
ら
で
は
の
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
自
然
葬
の
他
に
も

　
　
　
　
　
　
墓
地
も
隣
接
し
て

　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

七
〇
〇

　
　
　
　
　
　
坪
の
広
大
な
場
所

　
　
　
　
　
　
に
墓
石
の
お
墓
を

　
　
　
　
　
　
造
る
こ
と
も
可
能

　
　
　
　
　
　
で
す
。

散
骨
も
お

　
　
　
　
　
　
墓
も
寺
院
墓
地
で

す
か
ら
、

永
代
の
供
養
が
可
能
で

す
。

県
外
の
方
で
も
熊
本
空
港
、

熊
本
イ
ン
タ
ー

か
ら
の
ア
ク
セ
ス

も
良
く
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

詳
し

く
は
当
社
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

悠悠悠悠々々々々倶楽部倶楽部倶楽部倶楽部

日帰日帰日帰日帰りりりりバスツアーバスツアーバスツアーバスツアー

　
　
　
　
　
く
ま
も
と

　
　
　
　
県
民
葬
祭
の

　
　
　
　
生
前
予
約
者

　
　
　
　
の
会
「

悠
々

　
　
　
　
倶
楽
部
」

主

　
　
　
　
催
の
日
帰
り

　
　
　
　
バ
ス
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
悠
々
倶
楽

　
　
　
　
部
と
は
人
生

　
　
　
　
終
焉
の
煩
わ

　
　
　
　
し
い
こ
と
を

　
　
　
　
生
前
に
解
決

　
　
　
　
し
、

人
生
を

　
　
　
　
積
極
的
に
生

　
　
　
　
き
る
と
い
う

　
　
　
　
も
の
。

今
回

　
　
　
　
は
そ
の
第
一

　
弾
と
し
て
企
画
さ
れ

　
た
も
の
で
す
。

通
常

　
の
旅
行
企
画
と
異
な

　
り
看
護
師
も
同
行
す

　
る
た
め
、

万
一
の
場

　
合
の
応
急
手
当
も
万

　
全
で
す
。

五
月
二
六

　
日
出
発
の
山
鹿
「

花

　
富
亭
の
旅
」

は
定
員

　
終
了
。

三
〇
日
出
発

　
の
「

清
水
寺
参
拝
」

　
と
六
月
二
三
日
「

天

　
草
ア
レ
グ
リ
ア
」

も

　
定
員
残
り
わ
ず
か
で

す
。

ご
希
望
の
方
は
お

早
め
に
お
申
込
く
だ
さ

い
。５月３０日（火）

清水寺参拝と温泉の旅

集合：市民会館前 8:45
定員：21名（出発確定）
参加費：会員 2,900円
　　　　　 一般 3,900円
解散：市民会館前 17:00

６月２３日（金）
向陽寺とアレグリアの旅

集合：市民会館前 7:45
定員：21名（出発確定）
参加費：会員 3,900円
　　　　　 一般 4,900円
解散：市民会館前 18:00

申込はお早めに！
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壺
川
・
瀬
戸
坂
沿
い
に

あ
る
お
寺
「

眞
光
寺
」
。

一
三
五
二
（

文
和
元
）

年

建
武
の
中
興
の
後
、

南
北

朝
時
代
の
開
基
と
い
う
歴

史
あ
る
お
寺
で
す
。

　
そ
の
お
寺
の
本
堂
は
、

平
成
十
五
年
に
新
築
さ
れ

た
本
堂
は
、

こ
れ
ま
で
の

お
寺
の
イ
メ
ー

ジ
と
異
な

り
、

近
代
的
で
充
実
し
た

設
備
を
備
え
て
い
ま
す
。

「

葬
儀
費
用
が
高
騰
す
る

の
を
懸
念
し
、

お
寺
で
安

く
お
葬
儀
で
き
な
い
か
」

と
の
思
い
か
ら
新
築
し
た

と
言
わ
れ
る
住
職
の
小
谷

宣
昭
師
。

控
室
は
充
分
な

ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
た

畳
の
間
に
加
え
、

シ
ャ

ワ
ー

ル
ー

ム
、

専
用
の

キ
ッ

チ
ン
ま
で
供
え
、

民
間
の
斎
場
と
変
わ
ら

な
い
充
実
し
た
設
備
。

使
用
料
も
水
道
光
熱
費

と
し
て
三
万
円
の
み
で

お
通
夜
か
ら
告
別
式
ま

で
使
用
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　
本
堂
内
は
最
大
八
十

名
収
容
可
能
で
全
て
椅

子
席
。

高
齢
の
方
に
も

安
心
で
す
。

　
ま
た
、

近
代
的
な
中

に
も
お
寺
な
ら
で
は
の

荘
厳
な
雰
囲
気
を
併
せ

持
っ

て
い
ま
す
。

　
同
寺
で
は
当
社
と
タ

イ
ア
ッ

プ
し
て
「

眞
光

寺
プ
ラ
ン
」

を
設
定
。

リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格

設
定
で
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。


